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高
松
松
平
家
と
彦
根
井
伊
家
の

儀
礼
を
め
ぐ
る
関
係
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道

は
じ
め
に

一　

松
平
頼
恭
の
勤
務
態
度
と
他
家
応
接

二　

増
上
寺
御
忌
法
要
の
儀
式
次
第
を
め
ぐ
る
関
係

三　

紅
葉
山
・
増
上
寺
参
詣
の
御
先
立
「
習
礼
」
を
め
ぐ
る
関
係

「
お
わ
り
に
」
に
か
え
て
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は
じ
め
に

　

高
松
松
平
家
と
彦
根
井
伊
家
は
、
会
津
松
平
家
と
な
ら
ん
で
代
々
溜
詰
を
務
め
る
「
常
溜
」

で
あ
っ
た
。
溜
詰
大
名
は
、
殿
中
儀
礼
で
の
「
着
座
」、
月
次
以
外
の
登
城
、
将
軍
家
霊
廟
参

詣
の
先
立
・
予
参
、
老
中
か
ら
の
政
務
聴
取
、
将
軍
の
名
代
な
ど
、
他
の
大
名
が
担
わ
な
い

固
有
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　
「
常
溜
」
の
大
名
と
し
て
、
役
目
を
果
た
す
に
あ
た
っ
て
、
高
松
松
平
家
と
彦
根
井
伊
家
の

間
に
は
、
情
報
交
換
や
相
談
な
ど
の
相
互
交
流
が
あ
り
、
ま
た
姻
戚
関
係
も
も
っ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
主
と
し
て
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
を
使
い
な
が
ら
、
将
軍
家
霊
廟
に
関
わ
る
儀
礼

を
め
ぐ
る
両
家
の
関
係
を
示
す
事
例
を
紹
介
し
、
溜
詰
大
名
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
干
の
分

析
を
試
み
た
い
。

一　

松
平
頼
恭
の
勤
務
態
度
と
他
家
応
接

　

彦
根
井
伊
家
と
高
松
松
平
家
の
関
係
を
具
体
的
に
検
討
す
る
前
に
、
高
松
松
平
家
五
代
頼

恭
の
大
名
と
し
て
の
勤
め
振
り
と
他
家
と
の
関
係
に
関
す
る
意
識
を
み
て
お
き
た
い
。
一
当

主
の
個
性
に
よ
る
部
分
が
多
く
、
高
松
松
平
家
一
般
に
敷
衍
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
松

平
家
の
「
中
興
の
英
主
」
と
さ
れ
る
頼
恭
の
あ
り
方
は
少
な
か
ら
ず
後
年
に
影
響
を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
同
時
代
の
大
名
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

頼
恭
は
、
水
戸
徳
川
家
分
家
の
守
山
松
平
家
二
代
頼
貞
の
子
で
、
高
松
松
平
家
四
代
頼
桓

が
在
位
五
年
で
嗣
子
が
な
い
ま
ま
死
去
し
た
た
め
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
養
子
と
し
て
迎

え
ら
れ
当
主
と
な
っ
た
。
同
じ
水
戸
分
家
で
、
係
累
で
は
あ
る
も
の
の
、
高
松
松
平
家
に
と
っ

て
は
水
戸
家
以
外
か
ら
迎
え
た
初
め
て
の
当
主
で
あ
っ
た
。
頼
恭
は
、
宝
暦
改
革
に
着
手
し
、

財
政
再
建
に
成
功
、
借
財
を
整
理
し
た
上
で
、
一
定
の
備
蓄
を
す
る
ま
で
に
回
復
さ
せ
た
。

　

そ
の
頼
恭
の
勤
め
振
り
に
つ
い
て
、
溜
詰
と
し
て
の
登
城
は
数
十
年
の
間
一
度
も
不
参
が

な
く
、
ま
た
大
名
が
江
戸
滞
在
を
長
引
か
せ
よ
う
と
す
る
風
潮
が
あ
る
中
、
参
勤
交
代
の
期

日
を
忠
実
に
守
っ
た
、
な
ど
の
姿
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
武
家
諸
法
度
の
趣
旨
を
固
く
守
り
、

居
間
に
条
文
を
掛
け
て
平
生
か
ら
眺
め
て
い
た
と
も
い
う
。
殿
中
で
の
勤
務
で
は
、
先
立
を

は
じ
め
と
し
て
勤
め
に
関
す
る
こ
と
を
逐
一
自
ら
書
き
留
め
る
一
方
、
絵
図
お
よ
び
記
録
作

成
を
命
じ
、「
朝
参
筆
記
」「
御
先
立
式
」
と
名
づ
け
て
座
右
に
置
い
て
い
た
。
こ
の
二
部
の

勤
務
記
録
を
井
伊
直
幸
が
懇
望
し
て
借
り
受
け
、
筆
写
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（「
増
補
穆
公
遺

事
」『
新
編
香
川
叢
書
史
料
編
一
』、『
増
補
高
松
藩
記
』）。「
増
補
穆
公
遺
事
」
に
所
載
さ
れ
る
「
頼

恭
著
述
目
録
」
に
は
、
高
松
松
平
家
歴
史
資
料
中
に
現
存
す
る
「
京
都
奉
使
録
」「
日
光
名
代

記
」
と
と
も
に
「
朝
参
筆
記　
勤
方
之
儀　

四
冊
」
と
の
記
載
が
み
ら
れ
、
作
成
さ
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。「
増
補
穆
公
遺
事
」
で
は
、
同
席
の
大
名
が
、
頼
恭
の
溜
詰
の
勤
務
記
録
作

成
に
な
ら
い
、
各
家
で
絵
図
・
記
録
な
ど
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
額
面
ど
お

り
に
は
受
け
取
れ
な
い
が
、井
伊
家
の
「
直
勤
日
記
」
の
作
成
開
始
が
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

で
あ
る
こ
と
と
時
期
的
に
重
な
り
、同
席
間
で
の
影
響
が
想
像
さ
れ
、興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、

「
増
補
穆
公
遺
事
」
に
よ
る
と
、
井
伊
直
幸
は
頼
恭
に
勤
め
向
き
を
は
じ
め
と
し
て
い
ろ
い
ろ

と
相
談
し
て
お
り
、
慕
っ
て
い
た
と
い
う
。
頼
恭
の
後
を
継
い
だ
頼
真
が
井
伊
家
に
「
御
頼

之
御
挨
拶
」
に
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
直
幸
は
、
頼
恭
の
厚
恩
を
か
た
じ
け
な
く
思
っ
て
い
た
の

で
、
挨
拶
が
な
く
と
も
疎
略
に
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
答
え
た
、
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
頼
恭
に
対
し
て
周
囲
の
評
価
は
高
く
、「
御
三
家
・
国
持
衆
を
初
、
諸
大
名
の

信
仰
も
不
浅
趣
」
で
あ
っ
た
。
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
は
、
御
先
立
を
百
回
ほ
ど
無
難
に

勤
め
た
こ
と
が
老
中
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
将
軍
の
上
聞
に
達
せ
ら
れ
た
結
果
、
御
先
立

御
用
が
免
ぜ
ら
れ
、
以
後
の
月
次
登
城
に
つ
い
て
も
随
意
に
す
る
よ
う
計
ら
わ
れ
た
と
い
う
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
没
す
る
直
前
、病
に
伏
し
た
頼
恭
を
見
舞
っ
た
老
中
は
、頼
恭
は
「
諸

大
名
の
手
本
」
で
あ
る
と
、
高
松
藩
家
老
に
語
っ
て
い
る
（「
増
補
穆
公
遺
事
」）。

　

こ
の
よ
う
な
勤
め
振
り
を
み
せ
た
頼
恭
が
、
高
松
松
平
家
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た

か
を
表
す
資
料
が
あ
る
。
発
給
経
緯
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
宝
暦
年
間
に
出
さ
れ
た
達

の
中
に
、
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

我
等
家
は
、
国
持
大
名
の
先
祖
勲
功
に
て
代
々
領
し
来
り
、
又
は
御
譜
代
衆
の
戦
功
器
量

に
て
、
共
に
天
下
を
泰
平
に
被
致
御
取
立
の
衆
中
と
は
隔
別
に
て
、
全
く
御
爪
の
端
（
異

本
「
御
身
之
端
」）
故
、
如
此
莫
大
の
領
地
を
も
被
下
、
そ
の
上
結
構
な
る
格
式
に
被
仰
付
、

諸
大
名
中
の
上
に
立
候
は
、
冥
加
至
極
難
有
事
に
候
間
、
別
て
公
儀
を
ば
他
よ
り
も
大
切

に
存
、
何
卒
重
き
御
奉
公
も
有
之
節
は
、
万
分
の
一
の
御
厚
恩
を
報
じ
度
事
に
候
（『
増
補

高
松
藩
記
』、「
穆
公
遺
訓
諸
役
書
記
」『
香
川
県
史
近
世
史
料
Ⅰ
』）

　

自
ら
の
家
の
あ
り
方
を
、
戦
国
時
代
か
ら
領
知
を
維
持
し
て
き
た
「
国
持
大
名
」
や
家
康

ら
と
と
も
に
武
功
を
あ
げ
、
器
量
を
も
っ
て
天
下
統
一
を
補
佐
し
て
き
た
譜
代
大
名
と
は
異

な
る
家
と
位
置
づ
け
、
将
軍
家
の
係
累
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
領
知
が
与
え
ら
れ
、
格
式
が
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備
え
ら
れ
た
と
明
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
公
儀
へ
の
奉
公
を
最
も
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
頼
恭
の
殿
中
で
の
勤
め
振
り
は
、
こ
の
思
想
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
達
に
は
続
き
が
あ
り
、
格
式
の
高
い
こ
と
を
心
得
違
い
し
、
他
へ
自
慢
し
驕
り
た
か

ぶ
る
こ
と
で
こ
れ
を
示
し
、
公
儀
へ
の
奉
公
を
大
切
に
考
え
て
い
な
い
家
臣
が
い
る
。
こ
の

こ
と
は
「
国
持
大
名
」
や
譜
代
衆
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
六
月
江
戸
に
お
い
て
頼
恭
か
ら
家
老
通
じ

て
次
の
よ
う
な
申
し
渡
し
が
な
さ
れ
て
い
る
。

御
家
柄
の
事
故
、
前
々
よ
り
の
致
来
に
て
、
総
じ
て
御
見
廻
の
御
方
取
次
候
節
、
余
り
慇

懃
に
致
候
よ
り
は
、
手
高
に
致
候
義
宜
候
と
存
居
申
候
事
も
有
之
候
は
、
自
今
は
屹
度
相

改
、
御
大
名
・
御
旗
本
衆
並
其
以
下
使
者
取
次
と
も
、
随
分
慇
懃
に
致
平
伏
、
御
口
上
等

承
可
申
候
、
縁
取
又
は
白
沙
へ
出
候
差
別
の
儀
、
兼
相
極
候
通
に
、
相
心
得
可
申
候
、
上

に
は
御
家
柄
・
御
席
柄
と
も
、
御
重
き
事
故
思
召
有
之
、
総
て
御
挨
拶
向
を
御
慇
懃
に
被

遊
候
、
然
処
御
家
中
の
面
々
、
心
得
違
手
高
に
有
之
候
て
は
、
不
都
合
に
被
思
召
候
、
御

使
者
に
罷
出
候
御
先
方
、又
は
御
供
先
等
に
て
も
、他
所
者
に
付
合
候
は
、兼
て
相
極
候
通
、

御
大
名
方
は
勿
論
、
御
直
参
へ
は
、
都
て
様
付
に
仕
、
請
答
を
も
丁
寧
に
可
仕
旨
、
被
仰

出
候
（『
増
補
高
松
藩
記
』）

　

松
平
家
の
家
柄
・
席
柄
（
＝
殿
中
席
の
位
置
）
を
重
く
見
て
、
幕
府
が
慇
懃
な
対
応
し
て
い

る
と
勘
違
い
し
、
松
平
家
で
は
他
家
の
応
接
が
「
手
高
」＝
尊
大
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
問
題

と
し
、
以
降
は
こ
れ
を
改
め
、
大
名
・
旗
本
衆
と
そ
の
使
者
や
取
次
に
対
し
て
慇
懃
に
応
対

を
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
使
者
の
派
遣
先
や
供
で
行
っ
た
先
に
お

い
て
他
家
の
者
と
付
き
合
う
際
に
は
、
大
名
や
直
参
へ
は
「
様
」
付
け
と
し
、
応
答
も
丁
寧

に
す
べ
し
と
命
じ
て
い
る
。

　

頼
恭
は
、
高
松
松
平
家
を
外
様
大
名
や
譜
代
大
名
と
は
一
線
を
画
す
存
在
と
し
、
諸
大
名

の
上
に
立
つ
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
他
家
に
対
し
て
驕
っ
た
態
度
を
と
る
こ
と
を

戒
め
て
い
る
。
そ
れ
を
具
体
化
さ
せ
た
の
が
、
他
家
へ
の
慇
懃
な
応
接
、「
様
」
付
な
ど
の
応

対
な
の
で
あ
る
。

　

高
い
家
格
で
あ
っ
て
も
他
家
に
対
し
て
礼
を
失
せ
ず
節
度
を
正
し
な
が
ら
、
幕
府
へ
の
奉

公
を
尽
く
す
と
い
う
の
が
頼
恭
が
新
た
に
打
ち
出
し
た
高
松
松
平
家
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

頼
恭
は
他
家
か
ら
入
っ
た
当
主
で
あ
る
た
め
、
改
革
に
あ
た
っ
て
は
家
中
に
対
す
る
遠
慮

も
あ
っ
た
ら
し
く
、
家
中
や
領
内
の
「
風
俗
等
」
に
つ
い
て
意
に
適
わ
ぬ
こ
と
も
多
数
あ
っ

た
が
、「
御
養
家
御
相
続
」
で
あ
り
、
家
中
か
ら
の
知
行
借
上
、
御
用
銀
賦
課
な
ど
が
あ
る
た

め
、
あ
れ
こ
れ
と
斟
酌
し
、
思
っ
た
こ
と
を
十
分
に
言
い
出
せ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
（『
増
補
高
松
藩
記
』）。
こ
の
よ
う
な
制
約
が
あ
る
中
で
、「
御
家
柄
」
に
関
わ
る
事
項
に
つ

い
て
改
変
を
求
め
て
い
る
の
は
、
頼
恭
が
そ
の
必
要
性
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

宝
暦
改
革
に
着
手
す
る
前
の
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）、
頼
恭
は
「
記
録
所
」
を
設
置
し
、

松
平
家
の
記
録
を
ま
と
め
る
よ
う
命
じ
、「
御
代
々
之
御
実
録
を
始
、
藩
臣
諸
家
之
家
譜
・
登

仕
録
」
そ
の
他
の
記
録
を
さ
せ
て
い
る
。
松
平
家
の
家
の
事
跡
と
家
臣
諸
家
の
歴
史
を
明
確

に
し
家
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
を
図
る
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

（
胡
光
「
高
松
藩
の
藩
政
改
革
と
修
史
事
業
」）。

　

一
方
で
、
家
康
か
ら
の
血
筋
、
本
家
水
戸
家
と
の
深
い
親
族
関
係
を
拠
り
所
と
し
て
高
い

家
格
を
与
え
ら
れ
た
高
松
松
平
家
に
、
守
山
松
平
家
の
頼
恭
が
当
主
に
入
る
こ
と
は
、
大
名

家
と
し
て
の
存
在
意
義
を
揺
る
が
す
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
頼
恭
は
、
武
功
や
器
量
を
も
っ

て
存
在
意
義
と
す
る
他
の
大
名
と
の
あ
り
方
の
差
を
認
識
さ
せ
た
上
で
、
他
大
名
と
の
関
係

を
改
め
、
幕
府
へ
の
忠
勤
を
果
た
す
家
と
し
て
存
在
意
義
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

二　

増
上
寺
御
忌
法
要
の
儀
式
次
第
を
め
ぐ
る
関
係

　

溜
詰
大
名
は
、
将
軍
家
祖
霊
の
参
詣
に
お
い
て
「
御
先
立
」
や
「
着
座
」
と
い
っ
た
役
目

を
務
め
て
い
た
。
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
に
は
こ
の
役
目
に
関
わ
る
記
録
群
が
「
式
書
」
と
し

て
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
増
上
寺
で
の
将
軍

御
忌
に
お
け
る
儀
礼
次
第
を
め
ぐ
る
一
連
の
記
録
（
調
査
番
号
五
八
六
二
）
を
も
と
に
、
溜
詰
大

名
間
の
儀
礼
を
め
ぐ
る
関
係
お
よ
び
幕
閣
（
老
中
）
と
の
関
係
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

明
和
四
年
六
月
九
日
は
惇
信
院
（
九
代
将
軍
徳
川
家
重
）
の
七
回
忌
の
中
日
に
あ
た
り
、
松
平

頼
恭
・
頼
真
、
井
伊
直
幸
ら
は
、
将
軍
の
御
機
嫌
伺
の
た
め
登
城
し
、
同
朋
頭
を
通
じ
て
老

中
へ
申
し
入
れ
た
。
そ
の
後
、
同
朋
頭
原
田
順
阿
弥
を
も
っ
て
老
中
松
平
右
近
将
監
武
元
よ

り
、
御
機
嫌
伺
の
拝
謁
が
済
ん
だ
後
、
老
中
松
平
右
京
大
夫
輝
高
か
ら
相
談
が
あ
る
の
で
、

溜
之
間
内
の
南
側
障
子
際
に
、
松
平
頼
恭
一
人
、
も
し
く
は
井
伊
直
幸
と
二
人
、
松
平
頼
真
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1参居し、将軍の御先を見る
2将軍が下輿するのを見て、御先に立つ
3に控え、将軍が御聴聞所前で御手水されている内に
4へ移動、御手水の様子を考えながら
5へ移動、御内陣を窺う
6へ移動、将軍が「御拝①」を行っている内に
7へ参居、将軍の御備物が済み、階段を下るときに
8へ出座、ここから将軍の御先へ立つ
9に参居し、将軍が御聴聞所へ入る時に拝伏
　御簾が垂れているのを確認
10の位置に御三家着座の畳の上を通って着座
　(御聴聞所の)御簾があがり、読経が始まる
　 被物まで済み、御簾が垂れ、出家退出
　 御三家堂下へ移動、御簾揚に中奥小姓出る

「明和四年六月　増上寺年忌御法事参詣之式書」（彦根藩井伊家文書5862-3）をもとに作成

11中奥小姓より先に立って、参居
12御簾担当の中奥小姓が退入したら
　ここへ参居、御前を窺い拝伏
13へ移動、御内陣を窺う
14へ移動、参居
15将軍が御拝②を行っている内に移動、参居
　御拝②が済み、階段を下るのを見て、御先へ立つ
16この位置で将軍から御三家へ上意の内に、中座
17御拝殿を窺う
18へ移動、御拝③が済み、帰る様子をみて、御先に立つ
19予参之衆への上意があるので、中座
20へ移動、平伏
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を
含
め
た
三
人
、
い
ず
れ
で
も
い
い
の
で
居
残
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
人
と

も
居
残
る
旨
を
回
答
し
た
。

　

将
軍
へ
の
拝
謁
が
済
ん
だ
後
、
三
人
で
待
っ
て
い
る
と
、
ほ
ど
な
く
松
平
輝
高
が
出
て
き
て
、

「
御
法
事
御
当
日
御
参
詣
御
先
立
之
儀
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
示
が
申
し
聞
か
さ
れ
た
。

　

一
つ
目
の
指
示
は
、
参
詣
儀
礼
の
途
中
、
将
軍
の
「
御
聴
聞
」
が
済
む
と
、
御
先
立
の
者

は
御
三
家
の
着
座
す
る
畳
の
前
へ
出
座
す
る
。
中
奥
小
姓
が
御
簾
を
あ
げ
、
御
先
立
の
者
が

御
前
正
面
へ
参
り
、
上
（
将
軍
）
を
伺
っ
て
、「
得
と
拝
伏
」
い
た
し
、
御
内
陣
伺
い
に
参
る

よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
、
老
中
が
相
談
を
し
た
上
で
、
御
用
取
次
を
通
じ
て
そ
れ
と
な
く
上

聞
に
も
達
し
て
お
り
、上
（
将
軍
）
も
拝
伏
を
見
当
に
し
て
お
立
ち
に
な
る
の
で
、「
得
と
拝
伏
」

い
た
す
よ
う
に
せ
よ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

図
１
は
、
増
上
寺
参
詣
に
お
け
る
先
立
の
動
き
を
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
立
は
、
将

軍
が
輿
を
下
り
て
、
内
陣
に
参
り
、
そ
の
後
、
年
忌
を
迎
え
た
祖
霊
廟
を
参
拝
し
帰
る
ま
で

の
間
、
要
所
要
所
で
将
軍
の
行
動
の
先
に
立
つ
の
で
あ
る
が
、
儀
礼
の
流
れ
上
、
将
軍
に
対

し
て
拝
伏
を
す
る
場
面
が
あ
る
。
今
回
指
示
が
出
た
の
は
読
経
・
被
物
な
ど
の
儀
式
が
済
ん

だ
後
に
行
わ
れ
る
将
軍
の
内
陣
参
拝
の
場
面
の
こ
と
で
、
先
立
は
内
陣
を
先
に
伺
う
た
め
に
、

御
聴
聞
所
の
前
、
す
な
わ
ち
将
軍
の
前
を
通
っ
て
内
陣
へ
移
動
す
る
（
図
の
11
〜
13
）。
そ
の
際

に
、
将
軍
の
前
に
座
り
12
の
位
置
で
拝
伏
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
拝
伏
を
「
得
と
」（
こ

こ
で
は
時
間
を
か
け
て
、
の
意
に
な
る
と
解
さ
れ
る
）
行
え
、
と
い
う
の
が
指
示
の
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
将
軍
が
次
の
行
動
で
あ
る
内
陣
参
拝
へ
と
立
ち
上
が
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り
や
す

く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
指
示
は
「
雨
天
之
節
御
成
御
参
詣
之
御
道
通
り
御
先
立
之
儀
」
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
松
平
輝
高
は
「
老
中
衆
の
中
で
相
談
が
あ
っ
た
が
、
は
っ
き
り
と
決
定
を
み
て
い
な
い
。

十
分
に
協
議
し
た
上
で
達
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
今
日
相
談
を
す
る
の
だ
が
、
か
な
り
時
間

が
か
か
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、（
井
伊
・
松
平
氏
は
）
先
に
退
出
し
、
十
二
日
（
増
上
寺
で
の
法
要
）

に
伝
達
し
よ
う
か
」
と
溜
詰
衆
に
対
し
て
告
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
松
平
頼
恭
は
、
御
用
の

儀
で
あ
る
の
で
、
い
つ
ま
で
も
待
つ
が
、
様
子
に
よ
っ
て
は
、
輝
高
宅
へ
家
来
を
指
し
出
す

べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
、
回
答
し
た
。
す
る
と
輝
高
は
、
ま
ず
は
同
列
衆
（
他
の
老
中
）
と
、
相

談
す
る
か
ど
う
か
を
決
め
、
案
内
す
る
と
言
っ
て
、
戻
っ
た
。

　

井
伊
・
松
平
と
も
に
、
初
め
の
席
で
待
っ
て
い
る
と
、
輝
高
が
再
び
席
に
出
て
き
て
、「
雨

天
之
節
御
参
詣
絵
図
」
を
提
示
し
て
、
御
先
立
の
行
動
に
つ
い
て
伝
達
が
あ
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
と
示
談
に
及
び
、
輝
高
か
ら
、
差
し
迫
っ
て
か
ら
の
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
は
っ
き
り
と

決
め
が
た
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、
そ
の
と
き
に
く
わ
し
く
示
し
あ
わ
せ
る
べ
し
と
申
し
聞
か

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
直
幸
は
、
そ
の
と
き
に
は
御
指
図
く
だ
さ
い
と
申
し
述
べ
、
段
々
と
丁

寧
に
申
し
聞
か
さ
れ
た
の
で
、
以
後
安
心
し
て
務
め
ら
れ
る
は
ず
で
か
た
じ
け
な
い
と
、
挨

拶
を
し
た
。

　

今
回
の
指
示
が
、
間
を
置
か
ず
、
そ
の
場
で
申
し
聞
か
さ
れ
た
の
は
、
老
中
松
平
武
元
か

ら
事
前
に
頼
恭
へ
内
々
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
提
示
さ
れ
た
図
は
頼

恭
か
ら
武
元
へ
前
も
っ
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
武
元
で
は
な
く
、
輝
孝
が
指
示
を
出

し
た
の
は
、
武
元
が
月
番
老
中
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
、
輝
高
が
十
二
日
の
参
詣
の
御
先
勤

で
増
上
寺
に
行
き
、
今
回
の
用
向
を
取
り
計
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

頼
恭
に
内
々
に
相
談
し
た
老
中
松
平
武
元
は
、
頼
恭
と
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
。
武
元
は
、

水
戸
徳
川
家
分
家
の
石
岡
松
平
家
三
代
頼
明
の
次
男
で
、
上
野
国
館
林
松
平
家
を
継
ぎ
、
延

享
四
年（
一
七
四
七
）か
ら
三
十
三
年
間
老
中
を
務
め
た
。
武
元
と
頼
恭
は
か
な
り
親
交
が
あ
っ

た
ら
し
く
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
頼
恭
が
茶
会
に
招
い
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
か
な

り
の
頻
度
で
武
元
を
招
い
て
饗
応
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
明
和
五
年（
一
七
六
八
）に
は
、

武
元
の
子
武
寛
の
も
と
に
頼
恭
女
栄
（
柴
姫
）
が
嫁
し
、
姻
戚
関
係
も
結
ん
で
い
る
（「
高
松
松

平
氏
歴
世
年
譜
」
高
松
松
平
家
歴
史
資
料
）。
こ
う
し
た
関
係
に
加
え
て
、
前
節
で
述
べ
た
頼
恭
の

勤
め
振
り
が
あ
っ
た
故
に
、
老
中
武
元
か
ら
の
事
前
の
相
談
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

老
中
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
、
即
日
、
井
伊
家
で
は
御
先
立
の
行
動
を
記
し
た
絵
図
を
合

点
付
で
作
成
し
、
松
平
家
へ
提
示
す
る
。
松
平
家
は
こ
れ
を
自
家
作
成
の
絵
図
と
引
き
合
わ

せ
、
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
旨
を
記
し
た
六
月
十
一
日
付
け
の
頼
恭
書

状
写
が
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
の
中
に
遺
さ
れ
て
い
る
（
展
示
資
料
40
、
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
五
八

六
二
│
五
）。
井
伊
家
作
成
の
絵
図
は
、
書
状
と
と
も
に
返
却
さ
れ
、
後
の
整
理
に
よ
り
頼
恭

書
状
写
と
ま
と
め
て
袋
に
収
納
さ
れ
た
状
態
で
伝
来
し
て
い
る
。

　

書
状
で
は
、
問
題
な
し
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
絵
図
と
と
も
に
頼
恭
書
状
写
の
入
っ
て
い

た
袋
の
上
書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
井
伊
家
文
書
五
八
六
二
│
三
〜
四
）。

明
和
四
丁
亥
年
六
月

松
平
讃
岐
守
様
江

引
合
ニ

遣
候
図
式
并
無
相
違
儀
申
来
候
返
状
写
壱
通
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但
、 

中
座
之
事
、
讃
岐
守
殿

付
札
ニ
而

申
来
候
、
後
右
京
大
夫
殿
江

及
相
談
候
儀
此
方
に
て

付
札
致
し
置

　

絵
図
が
頼
恭
か
ら
井
伊
家
へ
返
却
さ
れ
る
段
階
で
、「
中
座
」
に
関
わ
る
意
見
が
「
付
札
」

の
か
た
ち
で
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

頼
恭
が
指
摘
し
た
「
中
座
」
の
問
題
は
、
図
１
の
16
の
部
分
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
将

軍
が
二
回
目
の
内
陣
参
詣
を
行
っ
た
後
、
階
段
を
降
り
る
の
に
あ
わ
せ
、
御
先
立
役
は
先
に

立
っ
て
進
む
（
15
↓
16
）
が
、
将
軍
は
途
中
で
御
三
家
に
対
し
て
上
意
を
示
す
。
そ
の
と
き
に

先
立
役
は
「
中
座
」
を
す
る
と
い
う
の
が
井
伊
家
側
の
作
成
し
た
絵
図
に
示
さ
れ
た
手
順
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
頼
恭
は
「
此
所
弥
中
座
ニ

及
不
申
候
」
と
付
札
を
し
て
き
た
。
井
伊
家

側
は
「
御
内
陣
の
正
面
で
あ
る
た
め
同
朋
頭
な
ど
は
中
座
す
る
よ
う
に
思
う
が
、
御
先
立
之

者
は
中
座
し
な
く
て
も
よ
い
の
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
一
応
の
決
着
と
し
て
、
問
題
と

な
っ
た
「
中
座
」
は
こ
れ
ま
で
必
ず
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
老
中
松
平
輝
高

に
は
報
告
せ
ず
、
以
降
は
中
座
を
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
旨
を
記
し
た
付
札

が
絵
図
に
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
絵
図
に
は
さ
ら
に
付
札
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は

六
月
十
二
日
の
増
上
寺
参
詣
に
あ
た
っ
て
、
井
伊
家
側
か
ら
再
度
提
示
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。此

中
座
之
儀
、
三
回
御
忌
之
節
、
某
先
立
相
勤
中
座
致
し
候
所
、
此
度
中
座
ニ

不
及
旨
申
合

候
ニ

付
、
明
和
四
亥
年
六
月
十
二
日
於
増
上
寺
、
右
京
大
夫
殿
江

序
も
有
之
ニ

付
、
三
回
御
忌

之
節
、
御
先
立
勤
中
座
致
し
候
、
此
度
讃
岐
守
と
申
談
候
所
、
讃
岐
守
ニ
者

是
迄
中
座
不
被

致
候
由
承
候
、
両
人
区さ
か
い
ニ

成
候
而

も
如
何
ニ

存
候
間
、
此
後
中
座
致
間
敷
存
候
、
併
先
年
私
相

勤
候
ニ

中
座
致
し
、
此
度
中
座
不
致
候
而
者

、
是
又
如
何
ニ

存
候
間
、
中
座
不
致
候
段
、
右
京

大
夫
殿
江

迄
相
達
置
旨
申
候
所
、
右
京
大
夫
殿
被
申
候
者

、
成
程
先
年
某
勤
候
節
、
中
座
致

候
義
見
請
被
申
候
、
併
某
申
候
通
り
、
同
席
区
ニ

成
候
而

も
如
何
ニ

候
間
、
御
内
陣
御
間
近
に

も
無
之
間
、
中
座
ニ

及
間
敷
被
申
聞

（
家
重
の
）
三
回
忌
の
時
に
先
立
を
務
め
た
井
伊
家
で
は
中
座
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
松
平

家
と
の
相
談
の
中
で
中
座
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
不
安
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

老
中
松
平
輝
高
に
、
経
緯
を
説
明
し
、
中
座
を
し
な
い
の
は
同
席
同
士
が
異
な
っ
た
行
動
を

し
な
い
よ
う
に
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
溜
詰
大
名
の
行
動
は
、
絵
図
な

ど
詳
細
な
内
容
が
分
か
る
も
の
を
用
い
て
同
席
間
の
相
談
が
な
さ
れ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
、

（
松
平
輝
高
）

同
席
間
の
合
意
事
項
は
、
老
中
の
了
解
を
求
め
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　

六
月
九
日
に
江
戸
城
内
に
て
出
さ
れ
た
二
つ
目
の
指
示
で
あ
る
「
雨
天
之
節
御
成
御
参
詣

之
御
道
通
り
御
先
立
之
儀
」
に
つ
い
て
は
、
六
月
十
二
日
の
増
上
寺
参
詣
の
際
に
再
び
話
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
惇
信
院
様
（
家
重
）
の
七
回
御
忌
御
法
事
に
将
軍
が
増
上
寺
を
参
詣
す
る
た
め
、

井
伊
掃
部
頭
直
幸
は
御
先
立
、
松
平
兵
部
大
輔
頼
真
は
着
座
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
老
中
上

部
屋
へ
行
く
と
、
御
先
勤
と
し
て
老
中
の
松
平
右
京
大
夫
輝
高
、
松
平
周
防
守
庸
福
が
来
て

お
り
、
御
法
事
御
用
総
奉
行
で
あ
る
阿
部
伊
予
守
正
右
が
早
朝
か
ら
詰
め
て
い
た
。
将
軍
の

御
成
を
待
っ
て
い
る
と
、
直
幸
・
頼
真
に
松
平
輝
高
か
ら
「
こ
の
間
（
六
月
九
日
江
戸
城
内
で
）

申
し
聞
か
せ
た
と
お
り
、
雨
天
の
節
、
御
供
所
よ
り
御
成
に
な
れ
ば
、
御
先
立
の
進
退
は
先

だ
っ
て
の
指
示
の
通
り
で
あ
る
」
と
の
伝
達
が
あ
っ
た
。
続
け
て
（
将
軍
の
）「
御
聴
聞
」
の

間
に
、
雨
間
（
一
時
的
に
雨
が
止
む
こ
と
）
が
あ
れ
ば
御
廟
へ
参
詣
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
そ

の
節
の
御
先
立
の
勤
め
方
の
こ
と
を
、
絵
図
を
以
て
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
た
。
六
月
九
日

に
伝
達
の
あ
っ
た
こ
と
と
今
日
達
し
の
あ
っ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
、
輝
高
・
直
幸
・
頼
真
の
間

で
詳
し
く
示
談
に
及
び
、
か
つ
着
座
の
進
退
・
勤
め
方
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明
が
さ
れ
た
。

こ
の
話
し
合
い
に
は
、
老
中
の
阿
倍
正
右
も
同
席
し
て
い
た
。

　

こ
の
示
談
の
内
容
は
、
絵
図
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
絵
図
を
参
考
に
作
成
し
た

の
が
、
図
２
で
あ
る
。
通
常
の
参
詣
の
場
合
、
勅
額
門
か
ら
唐
門
を
通
っ
て
本
殿
へ
向
か
う

が
（
図
１
参
照
）、
雨
天
の
場
合
は
、
駕
籠
が
御
供
所
の
玄
関
に
着
け
ら
れ
る
た
め
、
将
軍
の

行
動
経
路
が
変
更
に
な
る
（
図
２
①
）。
そ
の
際
の
対
応
が
今
回
の
話
題
で
あ
っ
た
。
老
中
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
細
か
い
指
示
が
あ
り
、
直
幸
・
頼
真
と
の
示
談
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る

が
、
絵
図
の
書
き
込
み
を
読
む
と
、
老
中
の
指
示
に
つ
い
て
、
溜
詰
同
席
間
で
改
め
て
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

雨
の
様
子
に
よ
り
御
廟
へ
の
参
拝
が
行
わ
れ
る
場
合
、「
御
着
座
」
は
、
将
軍
の
「
御
聴
聞
」

が
済
ん
だ
後
、
本
殿
（
内
陣
）
へ
の
二
度
目
の
参
拝
の
時
に
、
△
ａ
の
位
置
か
ら
▲
１
の
場
所

へ
老
中
と
と
も
に
出
て
、
将
軍
が
通
過
す
る
際
に
平
伏
す
る
。
将
軍
が
②
の
経
路
で
御
廟
門

か
ら
霊
廟
へ
向
か
い
参
拝
す
る
間
に
▲
２
へ
移
動
し
、
還
御
の
際
に
平
伏
、
将
軍
の
後
に
付

い
て
△
ｂ
に
移
動
し
平
伏
す
る
、
と
い
う
の
が
手
順
で
あ
る
。
△
ａ
の
位
置
か
ら
直
接
▲
２

の
位
置
へ
移
動
し
、御
廟
へ
参
詣
す
る
将
軍
に
平
伏
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、将
軍
の
本
殿
（
内
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陣
）
へ
の
二
度
目
の
参
拝
時
に
御
三
家
が
□
の
位
置
か
ら
脇
口
を
通
る
な
ど
、
移
動
に
支
障

が
あ
る
こ
と
は
老
中
も
了
解
し
て
お
り
、
行
き
は
▲
１
、
帰
り
は
▲
２
で
の
平
伏
と
い
う
か

た
ち
が
よ
い
と
指
示
が
あ
っ
た
、
と
い
う
説
明
が
つ
い
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
絵
図
に
付
札
が
あ
り
、
▲
１
か
ら
▲
２
へ
の
移
動
に
は
及
ば
ず
、
将
軍
が
御

廟
へ
参
拝
し
て
い
る
間
に
、
△
ｂ
へ
移
動
し
、
①
を
通
っ
て
帰
る
時
に
平
伏
す
る
の
が
妥
当

で
あ
る
と
、
溜
詰
同
席
中
で
相
談
が
な
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
老
中
側
の
指
示
が
絶

対
の
も
の
で
は
な
い
様
子
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
お
け
る
、
増
上
寺
参
詣
の
先
立
役
・
着
座
役
に
関
わ
る

や
り
と
り
の
詳
細
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
み
ら
れ
る
関
係
は
、
老
中
が
主
導
的
な
立
場
で
、

儀
式
上
の
各
行
動
に
つ
い
て
指
図
し
て
い
る
が
、
一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
溜
詰
大
名
と
の

「
示
談
」
が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
老
中
の
指
示
の
後
、
溜
詰
大
名
相
互

で
絵
図
を
用
い
た
具
体
的
・
詳
細
な
情
報
の
交
換
・
確
認
が
あ
り
、
双
方
で
食
い
違
う
場
合

に
は
、
同
席
間
で
の
差
異
が
あ
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
意
識
の
下
、
調
整
が
な
さ
れ

て
い
る
。
調
整
結
果
は
溜
詰
大
名
間
の
み
で
の
了
解
事
項
と
な
る
の
で
は
な
く
、
老
中
の
了

解
を
と
り
つ
け
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
老
中
か
ら
の
指
示
は
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
あ

る
の
で
は
な
く
、
溜
詰
大
名
相
互
の
相
談
の
中
で
よ
り
良
い
と
思
わ
れ
る
か
た
ち
に
変
更
が

な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

三　

紅
葉
山
・
増
上
寺
参
詣
の
御
先
立
「
習
礼
」
を
め
ぐ
る
関
係

　

続
い
て
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
紅
葉
山
参
詣
、
増
上
寺
参
詣
の
御
先
立
に
つ
い
て

の
「
習
礼
」
を
め
ぐ
る
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
彦
根
井
伊
家
と
高
松
松

平
家
の
間
で
行
わ
れ
る
（
言
い
換
え
る
と
溜
詰
大
名
間
で
行
わ
れ
る
）「
習
礼
」
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
が
あ
り
、
文
化
六
年
の
事
例
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
岡

崎
寛
徳
著
書
）。
こ
こ
で
は
、
先
学
の
成
果
に
よ
り
な
が
ら
、
同
年
の
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
「
城

使
寄
合
留
帳　

文
化
六
年
正
月
〜
三
月
」（
調
査
番
号
四
七
六
）
を
用
い
、
習
礼
を
め
ぐ
る
関
係

の
実
態
を
み
て
い
く
。

井
伊
直
亮
へ
の
御
先
立
仰
付

　

文
化
六
年
正
月
七
日
、
井
伊
玄
蕃
頭
直
亮
が
、
例
年
の
と
お
り
「
若
菜
之
御
礼
」
の
た
め

登
城
す
る
と
、
大
目
付
伊
藤
河
内
守
忠
移
よ
り
御
礼
が
済
ん
だ
後
、
居
残
る
よ
う
達
が
あ
り
、

玄関

屋根掛障子
御駕籠台

仮
御

上
段

御
供
所

御聴聞所

御本殿

御廟門

御唐門

御
張
出

石
之
間
御
廊
下

雨天の場合の御参詣道①

▲

▲

1

2

還御の道筋③

御廟へ参詣がある場合②

これより先は
定例の如し

△

□御三家

b

△a

図２　雨天時の増上寺参詣における動き

「(明和四年七月七日)雨天之節参詣先立之図」(彦根藩井伊家文書5862-7)
「(明和四年七月七日)雨天之節参詣着座之図」(彦根藩井伊家文書5862-8)
　をもとに作成
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残
っ
て
い
る
と
、
老
中
が
列
座
す
る
中
、
老
中
土
井
大
炊
頭
利
厚
よ
り
「
向
後
御
宮
御
霊
屋

御
参
詣
之
節
御
先
立
可
仰
付
段
」
が
通
達
さ
れ
た
。

　

井
伊
直
亮
は
、
後
に
井
伊
家
十
二
代
当
主
と
な
る
が
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
生
ま
れ
で

こ
の
時
点
で
は
十
六
歳
、
十
一
代
直
中
の
世
子
で
あ
っ
た
。
世
子
に
決
定
し
た
後
、
一
定
の

年
齢
に
達
す
る
と
溜
詰
の
役
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
御
先
立
」
役
を
務
め
る
こ
と
が
通
例
と

な
っ
て
い
た
（「（
井
伊
家
）
系
譜
」『
新
修
彦
根
市
史
史
料
編
近
世
Ⅰ
』）。

　

直
亮
に
「
御
先
立
」
役
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
溜
詰
大
名
で
あ
る
松
平
越
中
守
定
信
・

松
平
讃
岐
守
頼
儀
へ
「
御
吹
聴
」
の
使
者
を
も
っ
て
伝
達
さ
れ
た
。「
常
溜
三
家
」
の
ひ
と
つ

で
あ
る
会
津
松
平
家
は
、
金
之
助
容
衆
が
当
主
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
幼
年
で
あ
り
、
溜
詰

を
務
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
書
面
で
の
伝
達
の
み
（「
御
吹
聴
計
奉
札
を
以
申
遣
」）
で
あ
っ
た
。

松
平
頼
儀
へ
の
「
習
礼
」
依
頼

　

直
亮
へ
「
御
先
立
」
が
命
じ
ら
れ
た
翌
日
の
八
日
、
井
伊
家
御
城
使
役
富
田
権
兵
衛
が
訪

問
し
、
高
松
松
平
家
留
守
居
役
長
谷
川
多
門
を
訪
ね
、
来
る
十
七
日
の
紅
葉
山
参
詣
の
御
先

立
を
仰
せ
付
か
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
紅
葉
山
・
増
上
寺
御
先
立
御
習
礼
」
を
お
願
い
し
た

い
、
日
程
に
つ
い
て
は
追
っ
て
井
伊
家
側
か
ら
連
絡
す
る
、
と
の
口
上
を
述
べ
た
。「
習
礼
」

は
現
地
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
地
を
事
前
に
「
内
見
」
す
る
旨
を
幕
府
へ

届
け
出
る
必
要
が
あ
る
。
井
伊
家
に
は
紅
葉
山
の
「
内
見
」
の
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
わ

せ
て
届
け
方
の
先
例
を
知
り
た
い
と
の
依
頼
も
な
さ
れ
て
い
る
。
松
平
家
側
は
、「
習
礼
」
承

知
の
回
答
を
し
、「
内
見
」
届
に
つ
い
て
は
追
っ
て
連
絡
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。

「
習
礼
」
の
た
め
の
関
係
各
所
へ
の
連
絡
・
調
整

　
「
内
見
」
届
の
手
順
に
関
す
る
回
答
は
、
十
日
に
井
伊
家
に
も
た
ら
さ
れ
、
手
続
き
が
始
め

ら
れ
た
。

　

ま
ず
、
十
一
日
に
井
伊
直
中
か
ら
老
中
土
井
利
厚
へ
「
紅
葉
山
御
宮
御
先
立
習
礼
」
を
松

平
頼
儀
を
同
道
し
て
行
う
こ
と
が
書
付
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
類
例
書
が
添
付

さ
れ
て
い
る
。
類
例
書
の
内
容
は
、
寛
政
五
年
九
月
に
松
平
頼
儀
が
諸
参
詣
の
「
御
先
立
」

役
を
命
じ
ら
れ
た
際
に
、
紅
葉
山
御
宮
参
詣
は
務
め
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
松
平
肥
後
守
容

頌
（
会
津
松
平
家
）
と
井
伊
直
中
が
紅
葉
山
御
宮
へ
同
道
す
る
こ
と
を
時
の
御
用
番
老
中
太
田

備
中
守
資
愛
へ
伺
い
を
提
出
し
許
さ
れ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
頼
儀
が
同
道
を

す
る
側
で
あ
り
、
逆
転
し
た
形
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

十
一
日
は
、直
亮
と
頼
儀
は
そ
れ
ぞ
れ
登
城
し
、揃
っ
て
退
出
を
し
て
お
り
、そ
の
際
に
「
習

礼
」
の
日
程
が
約
束
さ
れ
、
十
四
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
十
二
日
に
、
土
井
利
厚
に
提

出
し
て
い
た
「
習
礼
」
届
出
の
書
付
に
許
可
の
旨
を
記
し
た
「
付
札
」
が
付
け
ら
れ
返
却
さ

れ
た
。
許
可
が
出
た
こ
と
は
、松
平
家
に
も
書
札
で
通
知
さ
れ
て
い
る
。
老
中
か
ら
の「
付
札
」

に
は
寺
社
奉
行
へ
の
相
談
が
指
示
さ
れ
て
お
り
、
同
日
中
に
寺
社
奉
行
大
久
保
安
芸
守
忠
真

へ
「
習
礼
」
が
届
け
出
ら
れ
た
。

　

十
三
日
に
は
、
老
中
へ
日
程
を
伝
え
る
届
出
、
城
内
門
の
通
行
を
目
付
へ
知
ら
せ
る
届
出

が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
さ
れ
た
。
紅
葉
山
御
宮
附
の
伊
藤
伝
弥
へ
出
迎
・
世
話
の
依
頼
、
御
小
人

目
付
の
出
役
依
頼
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
同
日
、
井
伊
家
御
城
使
役
が
松
平
家
の
留

守
居
役
を
訪
ね
、「
習
礼
」
に
当
主
の
直
中
も
出
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
か
ね
て
か
ら
「
足
痛
」

で
難
儀
し
て
い
る
こ
と
か
ら
頼
儀
だ
け
で
習
礼
を
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
雨
天
の
場
合
、
明
後

日
の
登
城
退
出
後
直
接
紅
葉
山
へ
行
く
か
、
帰
宅
後
再
度
出
て
く
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も

日
送
り
に
す
る
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
松
平
家
か
ら
、
明
後
日
の

こ
と
は
明
日
雨
天
で
延
期
に
な
っ
た
時
に
こ
ち
ら
か
ら
相
談
す
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
松
平
家
か
ら
の
使
者
が
井
伊
家
に
訪
れ
、
頼
儀
の
体
調
不
良
に
よ
り
「
習

礼
」
の
延
期
が
申
し
入
れ
ら
れ
た
。

　
「
習
礼
」
の
延
期
は
十
三
日
中
に
老
中
へ
届
け
ら
れ
、
翌
十
四
日
に
は
目
付
へ
も
通
知
さ
れ

た
。
同
日
に
、井
伊
家
御
城
使
が
松
平
家
を
頼
儀
見
舞
を
か
ね
て
訪
問
す
る
と
、松
平
家
側
は
、

頼
儀
が
快
復
し
た
の
で
、
明
日
の
登
城
後
、
直
接
紅
葉
山
へ
行
き
「
習
礼
」
を
行
う
こ
と
を

回
答
し
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
「
習
礼
」
の
実
施
に
つ
い
て
、
老
中
、
寺
社
奉
行
、
目
付
な

ど
関
係
各
所
へ
届
出
・
通
知
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
習
礼
」
と
そ
の
後

　
「
習
礼
」
当
日
と
な
っ
た
十
五
日
は
月
次
登
城
の
日
に
あ
た
っ
て
お
り
、
井
伊
家
・
松
平
家

と
も
に
登
城
、
直
中
は
「
足
痛
」
の
た
め
帰
館
、
直
亮
・
頼
儀
は
揃
っ
て
退
出
し
、
紅
葉
山

へ
と
向
か
っ
た
。
御
宮
へ
入
り
「
習
礼
」
を
行
い
、
さ
ら
に
紅
葉
山
御
宮
附
の
伊
藤
伝
弥
の

取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
内
々
に
御
霊
屋
で
も
「
習
礼
」
を
行
っ
た
。
紅
葉
山
の
御
供
所
で
休

憩
を
と
り
、
両
者
と
も
に
帰
館
し
た
。

　
「
習
礼
」
終
了
後
、
老
中
土
井
利
厚
、
寺
社
奉
行
大
久
保
忠
真
、
目
付
な
ど
に
届
出
が
な
さ

れ
、
松
平
家
に
対
し
て
は
、「
習
礼
」
へ
の
御
礼
、
特
に
頼
儀
一
人
で
「
習
礼
」
に
あ
た
っ
て
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も
ら
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
御
礼
が
御
城
使
役
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。

　

以
上
が
、
文
化
六
年
に
お
け
る
紅
葉
山
東
照
宮
の
御
先
立
「
習
礼
」
の
経
緯
で
あ
る
。「
習

礼
」
が
実
施
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
受
け
る
側
（
今
回
の
場
合
、
井
伊
家
側
）
が
段
取
り
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
を
担
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
各
所
へ
の
連
絡
調
整
は
、
御
城
使
役
（
留

守
居
役
）
が
担
当
し
て
い
る
が
、
松
平
家
と
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
江
戸
城
内
に
て
当
主
間
で

直
接
決
定
さ
れ
る
場
合
も
見
出
せ
る
。
同
じ
溜
詰
大
名
と
し
て
登
城
日
が
重
な
る
こ
と
が
多

い
井
伊
家
と
松
平
家
な
ら
で
は
の
あ
り
様
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
当
主
間
で
の
決
定
に
つ
い
て
も

御
城
使
が
派
遣
さ
れ
確
認
が
と
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
）。「
内
見
」
届
の
手
順
に
関
す
る
書
類

の
よ
う
な
実
務
上
必
要
な
細
か
い
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
内
々
の
調
整
が
行
わ
れ
る
な
ど
の
様
子
は
な
く
、
老
中
を
は

じ
め
と
す
る
幕
閣
へ
の
「
習
礼
」
の
届
出
・
承
認
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
手
順
を
踏
ん

で
行
わ
れ
て
お
り
、「
習
礼
」
は
大
名
同
士
の
私
的
な
情
報
交
換
と
い
う
よ
り
も
、
幕
府
に
認

め
ら
れ
た
一
般
的
な
行
為
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
習
礼
」
の
手
順
に
つ
い
て
「
御
城
使
寄
合
留
帳
」
に
は
、「
都
而

寛
政
五
年
九
月
十
三
日
松

平
讃
岐
守
様
へ
此
御
方
様
御
習
礼
被
進
候
節
之
通
也
」（
正
月
十
五
日
条
）
と
あ
り
、
一
部
の
例

外
（「
習
礼
」
の
日
が
延
期
に
な
り
、
登
城
日
に
あ
た
っ
た
た
め
、
通
行
す
る
江
戸
城
内
門
が
変
更
に
な
っ
た

こ
と
）
を
除
き
、
以
前
井
伊
家
が
松
平
家
に
対
し
て
行
っ
た
「
習
礼
」
の
手
順
と
同
じ
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
「
習
礼
」
が
定
式
化
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
物
語
っ
て
い
る
。

　

儀
式
・
儀
礼
の
手
順
な
ど
に
つ
い
て
は
井
伊
家
で
も
豊
富
な
情
報
を
も
っ
て
お
り
、
実
際
、

紅
葉
山
御
宮
参
詣
の
先
立
に
つ
い
て
は
松
平
頼
儀
に
対
し
て
、
井
伊
直
中
が
「
習
礼
」
を
行
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
直
中
が
健
在
で
当
主
を
務
め
て
い
る
こ
の
段
階
で
は
、
井
伊
家
内

で
の
自
己
完
結
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
習
礼
」
は
儀
式
の
予
行
練
習
と
い
う

意
味
と
と
も
に
、
同
席
間
で
の
交
流
と
い
う
側
面
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
「
習
礼
」
後
、
正
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
将
軍
の
紅
葉
山
東
照
宮
参
詣
に
お
い
て
直

亮
は
御
先
立
役
を
務
め
、
無
事
役
目
を
果
た
し
た
。
続
け
て
、
増
上
寺
に
お
け
る
「
習
礼
」

に
つ
い
て
、
井
伊
家
と
松
平
家
の
間
で
調
整
が
行
わ
れ
る
。

増
上
寺
参
詣
御
先
立
の
「
習
礼
」
依
頼

　

増
上
寺
で
の
「
習
礼
」
に
つ
い
て
は
、
十
七
日
の
紅
葉
山
東
照
宮
参
詣
が
終
了
し
た
直
後

か
ら
調
整
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
紅
葉
山
参
詣
の
先
立
が
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
報
告
し
、

そ
の
「
習
礼
」
に
つ
い
て
の
礼
を
述
べ
た
使
者
は
、
さ
ら
に
「
増
上
寺
御
習
礼
」
に
つ
い
て

口
上
を
述
べ
て
い
る
。
増
上
寺
の
「
習
礼
」
を
以
前
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
た
び
た
び
の
こ

と
で
頼
儀
に
苦
労
を
か
け
る
こ
と
を
考
慮
し
、
先
に
行
っ
た
紅
葉
山
で
の
習
礼
に
お
い
て
御

霊
屋
を
拝
見
し
、
御
内
陣
で
の
「
御
伺
（
御
窺
）」
に
つ
い
て
も
伝
授
が
す
ん
で
い
る
の
で
、

す
べ
て
の
御
霊
屋
向
き
の
こ
と
は
同
じ
よ
う
に
対
応
で
き
る
。
つ
い
て
は
、
幸
い
直
中
は
昨

年
末
に
増
上
寺
惣
御
霊
屋
参
詣
を
し
て
お
ら
ず
、
近
日
中
に
参
詣
す
る
予
定
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
際
に
直
亮
と
一
緒
に
頼
儀
に
同
道
い
た
だ
き
一
通
り
御
伝
授
く
だ
さ
れ
ば
よ
い
、
と
の

提
案
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
松
平
家
は
、
今
月
中
は
支
障
が
な
い
の
で
、
井
伊
家
の
都
合

次
第
で
日
程
を
決
定
し
て
も
ら
え
ば
、
少
々
の
こ
と
は
繰
り
合
わ
せ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

「
習
礼
」
と
頼
儀
の
井
伊
家
訪
問

　

十
九
日
、
松
平
家
か
ら
井
伊
家
に
対
し
て
、
直
亮
の
初
め
て
の
御
先
立
役
を
祝
う
干
鯛
二

箱
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
答
礼
の
鯛
一
折
を
持
っ
て
御
城
使
が
松
平
家
を
訪
れ
、
祝
い
の
御
礼

を
述
べ
た
後
、
増
上
寺
の
「
習
礼
」
に
つ
い
て
、
二
十
一
日
に
増
上
寺
惣
御
霊
屋
を
参
詣
す

る
の
で
、
頼
儀
に
も
お
出
で
願
い
た
い
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
朝
の
内
に
習
礼
を
済
ま

せ
井
伊
家
屋
敷
へ
訪
れ
て
ほ
し
い
と
の
招
待
も
伝
え
ら
れ
、
頼
儀
が
こ
れ
を
承
知
し
た
こ
と

が
回
答
さ
れ
た
。

　

二
十
一
日
、
直
中
・
直
亮
父
子
は
揃
っ
て
増
上
寺
へ
向
か
い
、
同
寺
文
昭
院
御
霊
屋
御
供

所
で
頼
儀
と
落
ち
合
い
、
同
御
霊
屋
に
て
「
習
礼
」
を
実
施
し
た
。
終
了
後
、
そ
の
ま
ま
頼

儀
は
父
子
と
と
も
に
井
伊
家
屋
敷
を
訪
れ
た
。
屋
敷
で
は
蹴
鞠
が
催
さ
れ
、
井
伊
家
家
老
の

御
目
見
、
蹴
鞠
拝
見
、
御
酒
・
御
吸
物
下
さ
れ
が
あ
っ
た
。
翌
日
、
井
伊
家
御
城
使
が
松
平

家
を
訪
れ
て
「
寛
々
御
対
話
被
進
、
忝
思
召
」
す
旨
が
伝
え
ら
れ
、
一
方
、
松
平
家
か
ら
も

使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
御
礼
の
口
上
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

十
五
日
に
行
わ
れ
た
の
紅
葉
山
東
照
宮
で
行
わ
れ
た
「
習
礼
」
と
比
べ
る
と
、
幕
府
に
対

す
る
手
続
ら
し
い
手
続
は
な
く
、
か
な
り
緩
や
か
で
非
公
式
な
印
象
を
う
け
る
「
習
礼
」
で

あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
増
上
寺
で
の
「
習
礼
」
に
つ
い
て
幕
府
へ
の
届
出
が
な
さ
れ
た
様
子

が
全
く
な
い
。
井
伊
家
の
増
上
寺
参
詣
が
表
向
き
の
用
件
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
ま

た
、「
習
礼
」
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
頼
儀
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
紅
葉
山
東
照
宮

で
の
「
習
礼
」
で
概
ね
理
解
し
た
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
伝
え
た
上
で
の
「
習
礼
」
依
頼
は
、
形

式
的
な
印
象
を
う
け
、そ
の
後
の
頼
儀
を
井
伊
家
へ
の
招
待
が
付
随
し
て
い
る
点
か
ら
も
「
習
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礼
」
と
し
て
の
意
味
は
軽
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

先
の
紅
葉
山
で
の
「
習
礼
」
が
表
向
き
の
公
式
な
「
習
礼
」
と
す
る
と
、
増
上
寺
で
の
そ

れ
は
頼
儀
の
訪
問
を
含
め
大
名
間
の
親
交
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
七
月
に
直
亮
と
頼
儀
娘
瑍
（
龍
華
院
）
と
の
縁
組
が
幕
府
に
承
認

さ
れ
、
当
該
時
期
の
井
伊
家
と
松
平
家
は
姻
戚
関
係
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
（
文
化
十

年
（
一
八
一
三
）
十
二
月
成
婚
）、
他
の
時
期
に
は
な
い
別
の
結
び
つ
き
が
背
景
に
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
た
上
で
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
習
礼
」
を
め
ぐ
る
関
係
と
し
て
興
味
深
い
点
を

も
っ
て
い
る
。

　
「
習
礼
」
に
関
わ
る
状
況
を
み
て
き
た
が
、
方
法
や
手
順
が
整
備
さ
れ
定
例
化
、
定
式
化
が

み
ら
れ
る
「
習
礼
」
は
、
儀
式
の
予
行
練
習
あ
る
い
は
手
順
・
方
法
の
伝
授
と
い
う
意
味
を

維
持
し
な
が
ら
も
、
長
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
幕
府
の
儀
式
・
儀
礼
に
つ
い
て
各
家
に
情
報

が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
は
、
他
家
に
依
頼
し
、
交
流
を
も
つ
点
に
あ

る
程
度
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
節
に
お
い
て
、
儀
礼
・
儀
式

上
で
の
行
動
に
つ
い
て
同
席
間
の
差
異
を
な
く
し
均
質
化
を
求
め
る
方
向
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
が
、「
習
礼
」
は
大
名
間
で
の
儀
礼
・
儀
式
次
第
の
確
認
行
為
と
し
て
、
均
質

化
を
も
た
ら
す
一
要
素
と
し
て
機
能
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
お
わ
り
に
」
に
か
え
て

　

幕
府
儀
礼
を
め
ぐ
る
井
伊
・
松
平
家
の
関
係
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
が
、
最
後
に
幕
府

儀
礼
に
お
け
る
溜
詰
大
名
の
役
目
に
関
わ
る
老
中
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　

三
節
で
触
れ
た
直
亮
が
初
め
て
御
先
立
役
を
務
め
た
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
正
月
十
七
日

の
紅
葉
山
東
照
宮
参
詣
に
あ
た
り
、
前
日
の
十
六
日
井
伊
家
は
、
老
中
土
井
利
厚
に
使
者
を

遣
わ
し
、
初
勤
務
の
「
御
心
添
」
を
願
っ
て
い
る
。
土
井
は
御
用
番
で
あ
り
紅
葉
山
へ
は
行

か
な
い
た
め
断
っ
て
い
る
が
、
牧
野
備
前
守
忠
精
に
「
御
心
添
」
を
頼
む
よ
う
指
示
を
し
て

い
る
。
ど
う
や
ら
本
来
は
こ
の
よ
う
な
依
頼
の
場
合
に
は
頼
ま
れ
た
老
中
が
別
の
老
中
に
取

り
計
ら
う
の
が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
が
、
井
伊
家
と
土
井
家
は
「
御
格
別
之
御
間
柄
縁
」（
井

伊
直
中
妹
琴
姫
が
土
井
利
厚
世
子
利
広
の
正
室
）
で
あ
る
た
め
、
か
え
っ
て
取
り
計
ら
い
し
が
た
い

と
の
理
由
で
、
井
伊
家
が
直
接
牧
野
忠
精
に
頼
む
か
た
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
増
上
寺

で
の
御
先
立
役
に
つ
い
て
も
土
井
へ
「
御
心
添
」
を
願
っ
て
お
り
、ま
た
「
御
内
問
」
を
し
て
、

絵
図
面
に
よ
る
指
示
を
受
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
十
九
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
大
納
言
家
慶
の
紅
葉
山
参
詣
で
の
先
立
に
つ
い

て
も
、
頼
儀
・
直
中
と
も
に
健
康
状
態
が
悪
く
、
直
亮
一
人
に
命
じ
ら
れ
る
可
能
性
が
で
き

て
き
た
こ
と
か
ら
各
老
中
へ
「
助
合
」
を
依
頼
し
て
ま
わ
っ
て
い
る
。

　

儀
礼
・
儀
式
の
前
に
お
い
て
は
同
席
の
大
名
家
に
「
習
礼
」
な
ど
を
通
じ
て
頼
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
実
際
の
礼
式
中
は
頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
同
じ
儀
式
出
席
す
る
老
中

の
「
心
添
」「
助
合
」
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
節
で
の
検
討
に
お
い
て
も
、
儀
式
次
第
に

関
わ
る
老
中
の
一
定
の
主
導
性
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
儀
礼
・
儀
式
で
の
溜
詰
大
名
の
役
目

遂
行
に
あ
た
っ
て
、
同
席
間
の
関
係
と
と
も
に
、
老
中
の
存
在
が
作
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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